
 1 

生命と化学 

  2020年度採択研究者 

 

稲葉 央 

 

 

鳥取大学 工学部 

准教授 

 

 

タンパク質内包を基盤とした微小管の光制御による細胞操作 

 

 

 

2021年度 

年次報告書 



 2 

§１．研究成果の概要 

 

細胞骨格の一種である微小管は細胞の多様な機能を担っており、近年微小管内部へのタンパ

ク質の結合によりその構造や機能が制御されている可能性が示唆されている。本研究は、微小管

内部に結合する Tau 由来ペプチド TP を用いて微小管内部に人工的にペプチド・タンパク質を導

入し、微小管構造を光で制御することによる細胞操作を目的としている。当該年度は、主に光アフ

ィニティラベル剤を導入した TPを用いた光刺激による微小管の安定化を試みた。光アフィニティラ

ベル剤であるジアリジンを N 末端に導入した TP を合成し、微小管に複合化後、UV 光を照射す

ることで、微小管内部に共有結合を形成してその構造を安定化することが共焦点レーザー顕微鏡

を用いた解析により明らかとなった。このペプチドは HepG2 細胞内の微小管に結合することが確

認され、そこに UV 光照射を行うことで、顕著な細胞増殖の抑制に成功した。したがって、in vitro

および細胞中の微小管を光刺激によって安定化する新技術を開発した。 
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